
わが家の主役 はＱＲコード

でスマホ・パソコンから応募で

きます 誕生日掲載希望の場合

は １週間前必着です

寺
師

紗さ

な那
ち
ゃ
ん

（
太
田
）

祝
１
歳
お
め
で
と
う
♡

令和７年３月 日

吉
沢

虹に
こ

ち
ゃ
ん（

前
橋
）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡

令和７年３月 日
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前 橋・大 西 店 221・5538

〃 ・岡 野 店 232・6819

〃 ・北 爪 店 288・4211

〃 ・野 口 店 265・4157

〃 ・佐 藤 店 231・5274

〃 ・前 田 店 235・6600

〃 ・松 本 店 265・6280

〃 ・有 友 店 230・5501

新前橋・小 林 店 253・2415

〃 ・井 口 店 252・5678

〃 ・前 田 店 251・1077

元総社・川 島 店 253・2883

〃 ・小 林 店 253・2415

総 社・大 橋 店 251・1192

駒 形・佐 藤 店 266・3337

〃 ・根 岸 店 266・1307

大 胡・藤 井 店 283・3824

〃 ・大 崎 店 283・2160

玉 村・大 西 店 65・8139

〃 ・森 店 65・8573

高 崎・宮 川 店 322・6401

〃 ・橋本西部店 322・5590

〃 ・老 川 店 361・2684

〃 ・中 木 店 322・0722

〃 ・橋 本 店 361・4950

〃 ・関 口 店 386・2046

〃 ・金 井 店 361・0378

〃 ・金井中尾店 364・5841

〃 ・森 店 323・0458

〃 ・前 田 店 393・6624

倉賀野・高 橋 店 346・2331

〃 ・中 木 店 346・7148

新 町・中 村 店 42・1818

〃 ・三 俣 店 42・0268

群馬町・関 口 店 386・2046

〃 ・宮川福島店 322・6401

箕 郷・関 口 店 371・5024

室 田・新聞販売所 374・0310

吉 井・片 山 店 387・2013

伊勢崎・亀 屋 店 24・2662

〃 ・根 岸 店 23・9180

〃 ・中 木 店 40・9007

〃 ・森 店 21・8633

〃 ・内 田 店 25・1610

〃 ・高 橋 店 32・8434

国 定・千吉良 店 62・0052

境 ・天 田 店 74・3380

温
か
な
言
葉

心
に
残
る

エ
フ
エ
ム
群
馬

内
藤
さ
ん
講
演

伊勢崎産業会が
創立 年祝賀会

伊
勢
崎
市
内
で
事
業
を

営
む
企
業
で
つ
く
る
伊
勢

崎
産
業
会
（
羽
鳥
基
宏
会

長
）
の
創
立

周
年
記
念
祝
賀
会

が
、
同
市
喜
多
町
の
プ
ラ
ザ
・
ア

リ
ア
で
開
か
れ
た
。
エ
フ
エ
ム
群

馬
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
内
藤
聡

さ
ん
‖
写
真

が
講
演
し
、
会
員

企
業
の
社
長
ら
約

人
が
耳
を
傾

け
た
。

内
藤
さ
ん
は
、
番
組
内
の
あ
い

さ
つ
が
「
ボ
ン
ジ
ー
ア
」
に
な
っ

た
い
き
さ
つ
や
今
ま
で
の
人
生
を

振
り
返
っ
た
。
幼
少
期
は
持
病
の

た
め
病
院
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か

っ
た
と
い
い
、
寄
り
添
う
家
族
か

ら
か
け
ら
れ
た
「
大
丈
夫
」
と
い

う
温
か
な
言
葉
は
忘
れ
ら
れ
な
い

と
し
た
。

言
葉
は
相
手
の
心
に
残
り
続
け

る
と
い
い
「
一
緒
に
働
い
て
い
る

仲
間
に
対
し
て
使
っ
た
言
葉
も
必

ず
返
っ
て
く
る
」と
投
げ
か
け
た
。

（
干
川
和
奏
）

命
の
大
切
さ
を
親
子
や
家
族

で
学
ぶ
「
ふ
れ
あ
い
子
ど
も
マ

ル
シ
ェ
」
（
ワ
ン
＆
オ
ン
リ
ー

群
馬
い
の
ち
の
会
主
催
）
が

日
、
前

橋
市
の
広
瀬
川
河
畔
緑
地
で
開
か
れ

た
。
大
勢
の
家
族
が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
だ
‖
写
真
。

会
場
に
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
販
売
や
、

赤
ち
ゃ
ん
の
人
形
で
抱
っ
こ
体
験
が
で

き
る
各
ブ
ー
ス
が
並
ん
だ
。
ピ
ア
ノ
演

奏
に
合
わ
せ
た
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
物
語
の
世
界
に

触
れ
て
い
た
。

前
橋
、
高
崎
両
市
内
の
大
学
に
通
う

学
生
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
会
場

運
営
を
手
伝
っ
た
。
同
会
の
田
中
房
江

会
長
は
「
若
者
に
も
関
わ
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
親
子
の
つ
な
が
り
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
活
動
し
た
い
」
と
話
し
た
。

（
高
橋
和
真
）

マ
ル
シ
ェ
に
大
勢
の
家
族

前
橋
市
上
細
井

町
自
治
会

金
子

好
文
会
長

は

日

地
元
の
八
幡
山
南
橘

林
の
広
場
で
花
見
会
を
開

い
た

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
で

１
３
０
人
が
見
頃
の
サ
ク

ラ
と
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
を
楽
し
ん
だ

初
め
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

４
０
０
本
を
植
え
た

来

場
者
は
団
子
を
頰
張
り
な

が
ら
会
話
に
花
を
咲
か
せ

た
‖
写
真
。

前
橋
細
井
小
３
年
の
鈴

木
寅と

も

晴は
る

さ
ん

９

は

サ

ク
ラ
が
た
く
さ
ん
で
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
も
虹
み
た
い
で

き
れ
い
だ
っ
た

と
笑
顔

広
場
を
管
理
す
る
愛
護
会

の
向
井
詔
士
会
長

は

ほ
ぼ
満
開
で
天
気
も
良

く
今
ま
で
で
一
番
楽
し
め

た

と
語
っ
た

道
路
の
拡
張
で
、
道
沿

い
の
サ
ク
ラ
が
楽
し
め
る

の
は
今
年
が
最
後
だ
と
い

う
。

（
金
子
雄
飛
）

サクラ見頃
住民ら花見
上細井町自治会

高
崎
茶
道
会
（
福
光

宗
芳
会
長
）
の
春
の
茶

会
が

日
、
高
崎
市
の

県
護
国
神
社
で
開
か
れ
た
。
３

流
派
の
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向

を
凝
ら
し
た
茶
席
で
も
て
な

し
、
約
４
３
０
人
が
茶
道
に
親

し
ん
だ
。

同
会
所
属
の
６
流
派
の
う

ち
、
江
戸
千
家
、
遠
州
流
、
大

日
本
茶
道
学
会
の
３
流
派
が
、

椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
使
っ
た
立

礼
式
の
茶
席
を
用
意
。
見
頃
を

迎
え
た
サ
ク
ラ
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
和
菓
子
や
、
こ
の
日
の
た

め
に
特
別
な
茶
道
具
を
そ
ろ

え
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
た
‖

写
真
。

福
光
会
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
流

派
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
の
違
い

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
た
。
春
の
茶
会
は
２
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
、

回
目
。

（
田
島
聡
子
）

３
流
派
お
点
前

人
も
て
な
す

高
崎
茶
道
会

春
の
茶
会

同窓万歳 同窓会の記念写真を掲載します 開催から
１カ月以内に必着▷学校名▷卒業年度▷撮影年月日・場
所・原則１枚▷投稿者の住所、氏名、年齢、電話番号▷
一言 字以内 要約する場合があります
◇応募先◇〒371－8666（個別郵便番号のため住所不

要） 上毛新聞社編集局宛てに 同窓万歳 と付記して郵
送かメール で。

▷吉井町立吉井中学校（高崎市）▷昭和 年度卒業▷

３月 日・高崎市▷大平和恵（高崎市・ ）▷吉井小

学校と合同同窓会。８年ぶりに開催し、亡き友の電子

ピアノで小・中学校の校歌を大合唱しました。

白線塗り直し 見やすく
市立前橋高駐車場で前橋敷島南ＬＣ

駐
車
場
を
利
用

し
や
す
く
し
よ
う

と
、
前
橋
敷
島
南

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
桜

井
和
也
会
長
）
は
、
市
立

前
橋
高（
高
野
裕
史
校
長
）

駐
車
場
の
薄
く
な
っ
た
白

線
を
引
き
直
し
た
。
会
員

７
人
が
塗
料
を
丁
寧
に
塗

っ
た
‖
写
真
。

白
色
が
定
着
す
る
よ
う

線
の
周
辺
を
掃
き
な
が
ら

作
業
。
塗
料
や
塗
装
道
具

な
ど
は
同
ク
ラ
ブ
で
用
意

し
、
取
り
組
ん
だ
。

同
校
駐
車
場
で
の
取
り

組
み
は
２
０
２
４
年
度
に

続
き
２
回
目
。
今
後
も
年

１
回
の
頻
度
で
活
動
を
続

け
る
方
針
で
、
桜
井
会
長

は
「
新
た
に
入
学
す
る
生

徒
の
保
護
者
ら
が
気
持
ち

良
く
駐
車
し
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
」
と
話
し
た
。

（
北
沢
彩
）

５年生と最後の定演 中央中等管弦楽部

中
央
中
等
教
育
学
校
管

弦
楽
部
の
第

回
定
期
演

奏
会
が

日
、
高
崎
市
の

群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
１
〜
５
年
生
の
部
員

人
が

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
息
の
合

っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
た
‖

写
真
。

３
部
構
成
。
第
１
部
は
エ
ル
ガ

ー
「
威
風
堂
々
」
や
ド
ボ
ル
ザ
ー

ク
「
謝
肉
祭
」
を
、
第
２
部
は
「
サ

ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」
な
ど
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
曲
を

披
露
し
た
。
第
３
部
は
大
曲
の
ブ

ラ
ー
ム
ス
「
交
響
曲
第
１
番
」
に

挑
戦
。
こ
の
日
で
引
退
す
る
５
年

生
と
の
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
を
終
え

る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。

定
期
演
奏
会
は
年
２
回
開
催
さ

れ
、
次
回
は
９
月

日
を
予
定
し

て
い
る
。

（
田
島
聡
子
）

女性対象 キャリアデザインセミナー

好印象 自分でつくる

女性を対象に

した前橋市主催

の 私 のためのキャリ

アデザインセミナー が

同市の高校生学習室で開

かれた 学生や社会人計

人が自分の思い描くイ

メージづくりやライフデ

ザインを学んだ

講師を務めたプラウド

ビズ（同市）の社長でイ

メージコンサルタントの

谷地田直美さん‖写真中

央＝は「好印象は自分で

つくるもの。『似合う』

を知ることは自信につな

がる」と説明。参加者は

その人に合う色を知るパ

ーソナルカラー診断や、

服装選びに役立つ骨格診

断に取り組んだ。

また 市内企業の社員

ら８人の女性が加わり

参加者と共にキャリアデ

ザインについて考えた

前原久美代
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（１８）(令和８年) （１８）(令和８年)


